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◎帯分数のたし算ができるようになる。 

◎帯分数のひき算ができるようになる。 

◎分母の異なる３つの分数のたし算・ひき算ができるようになる。 

 

 

１ 分数のたし算・ひき算 

  分母が同じ分数では，分母はそのままで，分子どうしの計算をします。 

２

５
＋
１

５
＝
３

５
   

４

５
－
３

５
＝
１

５
 

  分母の異なる分数では，分母を通分してから計算します。 

答えが約分できるときは，約分しておきます。 

１

２
＋
５

６
＝
３

６
＋
５

６
＝
８

６
＝
４

３
   

５

６
－
１

２
＝
５

６
＋
３

６
＝
８

６
＝
１

３
 

            約分する。                 約分する。 

 

 

１ 帯分数どうしのたし算 

帯分数を仮分数になおしてから通分して計算できます。 

また，帯分数を整数と真分数に分けて考え，それぞれのたし算をすることもで

きます。 

２ 帯分数どうしのひき算 

帯分数を仮分数になおしてから通分して計算できます。 

また，帯分数を整数と真分数に分けて考え，それぞれのひき算をすることもで

きます。 

３ 分母の異なる３つの分数のたし算・ひき算 

３つの分母の最小公倍数で通分して計算します。 

 

２ 分数のたし算とひき算 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 

４

３通分する。

１ 

３ 通分する。
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◎考え方 帯分数の計算で，帯分数を仮分数になおして計算するしかたと，帯分数

を整数と真分数に分けて計算する仕方で考えています。 

     たいきさん…帯分数を仮分数になおして，計算している。 

１
１

２
＋２

１

３
＝
３

２
＋
７

３
 ←帯分数を仮分数になおす。 

＝
９

６
＋
１４

６
 ←通分する。 

＝
２３

６
    

＝３
５

６
  ←仮分数を帯分数になおす。 

あおいさん…整数と真分数を分けて計算している。 

１
１

２
＋２

１

３
＝１

３

６
＋２

２

６
 ←真分数を通分する。 

＝３
５

６
    ←それぞれのたし算をする。 

 

 

 

 

 

１
１

２
＋２

１

３
の計算のしかたを考えましょう。 

(1) ２人の考えを説明しましょう。 

たいきさん              あおいさん  

１
１

２
＋２

１

３
＝
３

２
＋
□

３
                  １

１

２
 

＝
□

６
＋
□

□
                  ２

１

３
 

＝
□

□
           １

１

２
＋２

１

３
＝１

３

６
＋２

□

□
 

＝□
□

□
               ＝３

□

□
 

□

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

2ページ 

 答え 

 １ 

帯分数のたし算では，帯分数を仮分数になおしてから通分して計算できます。

また，帯分数を整数と真分数に分けて考え，それぞれのたし算をすることもで

きます。 

と こ な 切 大 
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◎考え方 たいきさんやあおいさんの考え方のどちらかを使って，答えを求めまし

ょう。 

     ２
１

５
＋３

２

３
＝２

３

１５
＋３

１０

１５
    １

１

４
＋２

２

７
＝１

７

２８
＋２

８

２８
   

          ＝５
１３

１５
             ＝３

１５

２８
 

     ３
１

４
＋２

２

３
＝３

３

１２
＋２

８

１２
    １

２

５
＋
１

３
＝１

６

１５
＋

５

１５
 

          ＝５
１１

１２
            ＝１

１１

１５
 

     ２
２

３
＋
１

４
＝
８

３
＋
１

４
         

１

６
＋１

３

５
＝
１

６
＋
８

５
 

         ＝
３２

１２
＋

３

１２
           ＝

５

３０
＋
４８

３０
 

         ＝
３５

１２
              ＝

５３

３０
 

         ＝２
１１

１２
             ＝１

２３

３０
 

 

 

 

 

 

 

 

２
１

５
＋３

２

３
     １

１

４
＋２

２

７
      ３

１

４
＋２

２

３
 

１
２

５
＋
１

３
      ２

２

３
＋
１

４
       

１

６
＋１

３

５
 

●補助教材2ページ 

 １ 

 答え 

次の計算のしかたを考えましょう。 

 
①               ② 

１
３

４
＋２

５

６
＝１

□

１２
＋２

１０

１２
   ２

５

６
＋１

４

１５
＝２

□

３０
＋１

８

３０
 

＝３
□

１２
             ＝３

３３

３０
 

＝４
□

１２
             ＝□

□

１０
 

●補助教材3ページ 

 ２ 



 5 

◎考え方 補助教材２ページのあおいさんの考え方で計算しましょう。 

     ① 答えは整数と仮分数ではなく，帯分数にしましょう。 

     ② 答えは約分をしてから，帯分数にしましょう。 

     ① １
３

４
＋２

５

６
＝１

９

１２
＋２

１０

１２
 ② ２

５

６
＋１

４

１５
＝２

２５

３０
＋１

８

３０
 

            ＝３
１９

１２
             ＝３

３３

３０
 

            ＝４
７

１２
             ＝４

１

１０
 

 

 

 

 

 

     ３
５

６
＋２

３

８
＝３

２０

２４
＋２

９

２４
    １

２

９
＋１

５

６
＝１

４

１８
＋１

１５

１８
   

          ＝５
２９

２４
             ＝２

１９

１８
 

          ＝６
５

２４
             ＝３

１

１８
 

     ２
３

５
＋
４

７
＝２

２１

３５
＋
２０

３５
      １

１

４
＋３

１１

１２
＝１

３

１２
＋３

１１

１２
 

         ＝２
４１

３５
               ＝４

１４

１２
 

         ＝３
６

３５
               ＝５

１

６
 

     ３
３

１０
＋１

５

６
＝３

９

３０
＋１

２５

３０
    

５

１４
＋１

１

７
＝

５

１４
＋１

２

１４
 

           ＝４
３４

３０
              ＝１

７

１４
 

           ＝５
２

１５
              ＝１

１

２
 

 答え 

１１ 

１２ 

３
５

６
＋２

３

８
     １

２

９
＋１

５

６
      ２

３

５
＋
４

７
 

１
１

４
＋３

１１

１２
    ３

３

１０
＋１

５

６
     

５

１４
＋１

１

７
 

●補助教材3ページ 

 ２ 

 答え 

７ 

６ 

１７ 

１５ 

１ 

２ 
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◎考え方 
１

６
＋１

７

８
＝

４

２４
＋１

２１

２４
＝１

２５

２４
＝２

１

２４
 

     ２
１

２４
kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 帯分数の計算で，帯分数を仮分数になおして計算するしかたと，帯分数

を整数と真分数に分けて計算する仕方で考えています。 

     あやかさん…帯分数を仮分数になおして，計算している。 

３
２

３
－１

１

５
＝
１１

３
－
６

５
  ←帯分数を仮分数になおす。 

＝
５５

１５
－
１８

１５
 ←通分する。 

＝
３７

１５
    

＝２
７

１５
    ←仮分数を帯分数になおす。 

１

６
kgのかごに，１

７

８
kgのみかんを入れました。 

全体の重さは何 kgになりましたか。 

●補助教材3ページ 

 ３ 

 答え 

３
２

３
－１

１

５
の計算のしかたを考えましょう。 

(1) ２人の考えを説明しましょう。 

あやかさん              つばささん  

３
２

３
－１

１

５
＝
１１

３
－
□

５
       ３

２

３
－１

１

５
＝３

１０

１５
－１

□

１５
 

＝
□

□
－
□

□
             ＝□

□

□
 

＝
□

□
            

＝□
□

□
          

 

●補助教材4ページ 

 答え 

 ３ 
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つばささん…整数と真分数に分けて計算している。 

３
２

３
－１

１

５
＝３

１０

１５
－１

３

１５
 ←真分数を通分する。 

＝２
７

１５
      ←それぞれのひき算をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 補助教材４ページのつばささんの考え方で計算しましょう。 

①分数どうしのひき算でひけないときは，整数部分から１だけ分数部分に

おろして計算します。 

②答えが約分できるときは，約分します。 

     ① ３
１

３
－１

１

２
＝３

２

６
－１

３

６
  ② ５

１

６
－３

９

１０
＝５

５

３０
－３

２７

３０
 

            ＝２
８

６
－１

３

６
          ＝４

３５

３０
－３

２７

３０
 

            ＝１
５

６
              ＝１

８

３０
 

＝１
４

１５
 

帯分数のひき算では，帯分数を仮分数になおしてから通分して計算できます。

また，帯分数を整数と真分数に分けて考え，それぞれのひき算をすることもで

きます。 

と こ な 切 大 

次の計算のしかたを考えましょう。 

① ３
１

３
－１

１

２
＝３

□

６
－１

□

□
      ② ５

１

６
－３

９

１０
 

＝２
□

６
－１

□

□
 

＝□
□

□
  

●補助教材４ページ 

 ４ 

 答え 
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     ２
４

５
－１

２

３
＝２

１２

１５
－１

１０

１５
    ３

２

３
－１

１

４
＝３

８

１２
－１

３

１２
   

          ＝１
２

１５
             ＝２

５

１２
 

     １
１

３
－
１

８
＝１

８

２４
－

３

２４
      ３

１

４
－２

１１

１２
＝３

３

１２
－２

１１

１２
 

         ＝１
５

２４
               ＝２

１５

１２
－２

１１

１２
 

                            ＝
４

１２
＝
１

３
 

     ３
７

１０
－２

４

５
＝３

７

１０
－２

８

１０
   ２

１

６
－１

５

１２
＝２

２

１２
－１

５

１２
 

           ＝２
１７

１０
－２

８

１０
         ＝１

１４

１２
－１

５

１２
 

           ＝
９

１０
              ＝

９

１２
＝
３

４
 

 

 

 

 

 

◎考え方 分母の異なる３つの分数を通分して計算します。 

     ① 
１

２
＋
２

３
＋
１

４
＝

６

１２
＋

８

１２
＋

３

１２
＝
１７

１２
＝１

５

１２
 

     ② 
１

４
＋１

１

６
－
５

８
＝

６

２４
＋１

４

２４
－
１５

２４
 

＝１
１０

２４
－
１５

２４
＝
３４

２４
－
１５

２４
＝
１９

２４
 

 

 

２
４

５
－１

２

３
     ３

２

３
－１

１

４
     １

１

３
－
１

８
 

３
１

４
－２

１１

１２
    ３

７

１０
－２

４

５
    ２

１

６
－１

５

１２
 

●補助教材5ページ 

 ４ 

 答え 

次の計算のしかたを考えましょう。 

① 
１

２
＋
２

３
＋
１

４
           ② 

１

４
＋１

１

６
－
５

８
 

●補助教材5ページ 

 ５ 

 答え 
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◎考え方 １－
１

３
－
２

５
＝
１５

１５
－

５

１５
－

６

１５
＝

４

１５
 

     
４

１５
l 

 

 

 

 

 

     １－
１

２
＋
１

４
＝
４

４
－
２

４
＋
１

４
＝
３

４
 

１

４
＋
５

６
－
２

３
＝

３

１２
＋
１０

１２
－

８

１２
＝

５

１２
 

５－
３

４
－１

５

６
＝４

１２

１２
－

９

１２
－１

１０

１２
＝２

５

１２
 

２
１

３
＋
３

８
＋
５

６
＝２

８

２４
＋

９

２４
＋
２０

２４
＝３

１３

２４
 

３
７

１２
－
５

８
＋
１

４
＝３

１４

２４
－
１５

２４
＋

６

２４
＝３

５

２４
 

５
８

９
－
３

４
－
１１

１２
＝５

３２

３６
－
２７

３６
－
３３

３６
＝４

８

３６
＝４

２

９
 

 

 

はるかさんの家では，１l あったジュースを，朝に
１

３
 l，昼に

２

５
 l 飲みま

した。 

   ジュースはあと何 l残っていますか。 

●補助教材5ページ 

 答え 

 ６ 

１－
１

２
＋
１

４
      

１

４
＋
５

６
－
２

３
      ５－

３

４
－１

５

６
 

２
１

３
＋
３

８
＋
５

６
     ３

７

１２
－
５

８
＋
１

４
    ５

８

９
－
３

４
－
１１

１２
 

●補助教材5ページ 

 答え 

 ５ 
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◎合同な図形の意味を理解する。 

◎合同な図形で，対応する頂点，辺，頂点がわかる。 

◎２つの図形が合同であるかどうかを調べることができるようになる。 

◎合同な三角形や四角形をかくことができるようになる。 

 

 

１ 三角形 

分度器での角度のはかり方やかき方 

コンパスを使って三角形をかく。 

四角形の図形の性質，対角線の性質 

 

 

１ 合同 

  きちんと重ね合わせることができる２つの図形は，合同
ご う ど う

であるといいます。 

  合同な図形で，重なり合う頂点や辺や角を，それぞれ，対応
た い お う

する頂点，対応す

る辺，対応する角といいます。 

  合同な図形では，対応する辺の長さは等しく，対応する角の大きさも等しくな

っています。 

  ３つの辺の長さがわかれば，合同な三角形をかくことができます。 

  ２つの辺の長さと，その間の角の大きさがわかれば，合同な三角形をかくこと

ができます。 

  １つの辺の長さと，その両はしの角の大きさがわかれば，合同な三角形をかく

ことができます。 

 

合同な図形 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 
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◎考え方 写し取った  の三角形と，きちんと重なる三角形がどれかを調べましょ

う。 

       ， 

 

 

 

     

 

 

     (例) はがき，テレホンカード，教科書など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下の三角形で，右の  の三角形と形も 

大きさも同じ三角形は，どれとどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)   の三角形を写し取り，重ねて確
た し

かめましょう。 

(2) うら返して重なるものを調べましょう。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

7ページ 

 答え 

 １ 

あ 

い お 

下の２つの三角形は合同です。 

この２つの三角形を重ねたとき，重なり合う頂
ちょう

点
て ん

，辺，角について調べ

ましょう。 

 

 

 

 

(1) 重なり合う頂点をいいましょう。 

(2) 重なり合う辺をいいましょう。 

(3) 重なり合う角をいいましょう。 

●補助教材8ページ 

 ２ 

身のまわりで合同な形をしたものを見つけましょう。 

●補助教材8ページ 

 答え 

あ 

あ 

きちんと重ね合わせることができる２つの図形は，合同であるといいます。 
と こ な 切 大 
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◎考え方 三角形ＡＢＣ
エ ー ビ ー シ ー

を写し取り，それを三角形Ｄ
ﾃﾞｨー

Ｅ
イ ー

Ｆ
ｴ ﾌ

に重ね合わせて，どの頂

点，辺，角どうしが重なり合うかを調べます。 

     (1) ＡとＤ，ＢとＥ，ＣとＦ 

(2) ＡＢとＤＥ，ＡＣとＤＦ，ＢＣとＥＦ 

(3) 角Ａと角Ｄ，角Ｂと角Ｅ，角Ｃと角Ｆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 (1)   の四角形を写し取り，それを  の四角形に重ね合わせて合同か

どうかを調べます。 

     (1) 合同 

(2) 対応する頂点…ＡとＨ，ＢとＧ，ＣとＦ，ＤとＥ 

対応する辺…ＡＢとＨＧ，ＢＣとＧＦ，ＣＤとＦＥ，ＤＡとＥＨ 

対応する角…角Ａと角Ｈ，角Ｂと角Ｇ，角Ｃと角Ｆ，角Ｄと角Ｅ 

 答え 

下の２つの四角形について調べましょう。 

 

 

 

 

 

(1)  と  の四角形は合同ですか。 

(2) 対応する頂点，対応する辺，対応する角をそれぞれをいいましょう。 

 

●補助教材9ページ 

 ３ 

い 

 答え 

い あ 

あ 

合同な図形で，重なり合う頂点や辺や角を，それぞれ，対応する頂点，対応

する辺，対応する角といいます。 

と こ な 切 大 

合同な図形では，対応する辺の長さは等しく，対応する角の大きさも等しく

なっています。 

と こ な 切 大 
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◎考え方 計算のしかたを考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 台形，長方形，ひし形，平行四辺形をそれぞれ写し取ります。 

まず，１本ずつ対角線をひき，切り取り，２つの三角形に分け，合同かど

うかを調べます。 

次に，同じように写し取り，２本ずつ対角線をひき４つの三角形に分け，

合同かどうかを調べます。 

１本の対角線…②，③，④ 

２本の対角線…②（２組の合同な三角形），③（４つの合同な三角形）， 

④（２組の合同な三角形） 

 

 

下の四角形で，１本の対角線で分けると合同な三角形が２つできるのは

どれですか。 

また，２本の対角線で分けて調べましょう。 

①             ② 

 

 

 

③             ④ 

●補助教材9ページ 

 答え 

 ４ 
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◎考え方 (1) はじめに，３つの頂点を写し取ります。３つの頂点を線で結んで三

角形ＡＢＣをかきます。 

(2)① 線をひき，辺ＢＣの長さをコンパスではかって長さを写し取ります。 

  ② どの辺の長さやどの角の大きさを使えば頂点Ａがきまるかを考え

ます。 

(4) (3)でかいた三角形に，(1)で写し取った三角形を重ね合わせます。 

(1)   （図省略） 

(2)①  （図省略） 

② 辺ＡＢと辺ＡＣ，辺ＡＢと角Ｂ，辺ＡＣと角Ｃ，角Ｂと角Ｃ 

(3)   （図省略） 

(4)   （図省略） 

 

 

 

 

 

 

 

右の三角形ＡＢＣと 

合同な三角形のかき方 

を考えましょう。 

 

 

 

 

(1) うすい紙に写してかきましょう。 

(2) 辺の長さや角の大きさをはかってかく方法を考えましょう。 

① 辺ＢＣの長さを，コンパスではかってかきましょう。 

② 残りの頂点Ａの位置をきめるには，どの辺の長さやどの角の大きさを

使えばよいですか。 

(3) ３人のかき方で，６ページの三角形ＡＢＣと合同な三角形をかきましょ

う。 

(4) かいた三角形が，もとの三角形と合同であるか確
た し

かめましょう。 

●補助教材10～12ページ 

 １ 

 答え 

次の三角形をかきましょう。 

① 辺の長さが３cm，４cm，５cmの三角形 

② ２つの辺の長さが５cm，７cmで，その間の角度が４５°の三角形 

③ １つの辺の長さが６cmで，その両はしの角度が２つとも５０°の三角

形 

●補助教材12ページ 

 １ 
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◎考え方 ① ３つの辺の長さがわかっています。 

まず，１つの辺をかき，残りの２つの辺を補助教材11ページの「ゆ

うたさん」のかき方でかきます。 

② ２つの辺の長さと，その間の角の大きさがわかっています。 

まず，１つの辺をかき，残りの辺とその間の角を補助教材11ページ

の「かおりさん」のかき方でかきます。 

③ １つの辺の長さと，その両はしの角の大きさがわかっています。 

まず，６cmの辺をかき，その両はしの２つの角を補助教材12ページ

の「あきらさん」のかき方でかきます。 

① （図省略）    ② （図省略）   ③ （図省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 答え 

右の四角形ＡＢＣＤと 

合同な四角形のかき方を 

考えましょう。 

 

 

 

(1) 合同な四角形は，４つの辺の長さがわかればかけますか。 

(2) はじめに，辺ＢＣの長さをコンパスではかってかきましょう。 

残りの頂点Ａ，Ｄのうち，頂点Ａの位置はどのようにすればきまります

か。 

(3) 頂点Ｄの位置はどのようにすればきまりますか。 

(4) ２人のかき方を説明しましょう。 

(5) ほかの方法でも，四角形ＡＢＣＤと合同な四角形をかいてみましょう。 

●補助教材13～14ページ 

 １ 

合同な三角形は，それぞれ次のときにかくことができます。 

・３つの辺の長さがわかっている。 

・２つの辺の長さと，その間の角の大きさがわかっている。 

・１つの辺の長さと，その両はしの角の大きさがわかっている。 

と こ な 切 大 
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◎考え方 (1) ４つの辺の長さがわかっていても，補助教材13ページの図のように

いろいろな四角形を書くことができます。 

(2) 対角線ＡＣをひいて，三角形ＡＢＣと合同な三角形のかき方を考えま

す。 

(3) 四角形ＡＢＣＤの辺の長さをコンパスではかったり，角の大きさを分

度器ではかって頂点Ｄの位置をきめます。 

(1) かけない。 

(2) （図省略） 

・辺ＡＢと辺ＡＣの長さをそれぞれコンパスではかってかく。 

・角Ｂの大きさをはかり，辺ＡＢの長さをコンパスではかってかく。 

・角Ｂと角Ｃの大きさをそれぞれはかってかく。など 

(3) （図省略） 

(4) みどりさん…辺ＡＢ，辺ＢＣ，対角線ＡＣと等しい長さをそれぞれ，

コンパスで写し取って頂点Ａをきめる。 

⇒辺ＡＤ，辺ＣＤと等しい長さをそれぞれ，コンパスで

写し取って頂点Ｄの位置をきめる。 

さとるさん…辺ＢＣと等しい長さをコンパスで写し取り，角Ｂの大

きさをはかってかき，辺ＡＢと等しい長さをコンパス

で写し取って頂点Ａをきめる。 

⇒角Ｃの大きさをはかってかき，辺ＣＤと等しい長さを

コンパスで写し取って頂点Ｄをきめる。 

(5) 辺ＢＣをかき，頂点Ｂから角Ｂの大きさと辺ＡＢの長さをとり，頂

点Ｃから辺ＣＤの長さを写し取ってかく。など 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 １本の対角線をひいて２つの三角形にして，合同な四角形をかく方法を

考えます。 

 答え 

下の平行四辺形やひし形と合同な図形をかきましょう。 

①             ② 

●補助教材14ページ 

 １ 
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     ①（図省略）         ②（図省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 三角形ＡＢＣを写し取り，それを三角形ＤＥＦに重ね合わせて，どの頂

点，辺，角どうしが重なり合うかどうかを調べます。 

対応する頂点…ＡとＥ，ＢとＦ，ＣとＧ，ＤとＨ 

対応する辺…ＡＢとＥＦ，ＢＣとＦＧ，ＣＤとＧＨ，ＡＤとＥＨ 

対応する角…角Ａと角Ｅ，角Ｂと角Ｆ，角Ｃと角Ｇ，角Ｄと角Ｈ 

 

 

 

 

 

◎考え方 ① ２つの辺の長さとその間の角の大きさがわかっています。 

② １つの辺の長さと，その両はしの角の大きさがわかっています。 

対    ① （図省略）       ② （図省略） 

 

 

下の２つの四角形は合同です。対応する頂点，辺，角をいいましょう。 

●補助教材15ページ 

 答え 

たしかめよう 

１ 

 答え 

次の三角形をかきましょう。 

① ２つの辺の長さが３.５cm，５cmで，その間の角度が６５°の三角形 

② １つの辺の長さが５cmで，その両はしの角度が５０°と４５°の三角形 

●補助教材15ページ 

２ 

 答え 
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◎考え方 必要な辺の長さや，角の大きさをはかってかきます。 

 

 

 

 

 

 

 

対    （図省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の図と合同な四 

角形をかきましょう。 

 

●補助教材15ページ 

３ 

 答え 


